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あらまし：言語活動の充実を目的とした学習活動の一つに、デジタルストーリーテリングがある。本研究では、

小学生によるデジタルストー：リーテリングの作成を想定し、タブレット端末を用いたシステムを検討した。

このシステムでは、タブレット端末に搭載された写真撮影や音声録音のアプリに加え、簡単な操作によって画

像の表示時間を設定し、録音しておいたナレーションと合わせて再生できる自作アプリ等を組み合わせて、デ

ジタルストーリーテリングを実現できる。 
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1. はじめに 

2011 年から実施されている小学校学習指導要領

では、課題を解決するために思考力・判断力・表現

力を必要としている。それらの育成のために言語活

動を充実させることが重視され、最適な学習活動の

一つとして、デジタルストーリーテリングがある。 

一方、「フューチャースクール」や「学びのイノベ

ーション事業」といった、学校現場における ICT活

用の試みが進められている。そのため、教育現場に

おいてもタブレット端末の普及が期待できる。 

本研究では、タブレット端末を用いたデジタルス

トーリーテリングを検討した。小学生を対象に、簡

単な操作で実現できるシステムを考えた。タブレッ

ト端末には Androidを使用した。 

 

2. デジタルストーリーテリング 

ストーリーテリングとは、話し手が物語を聞き手

に対して語る活動のことである。パソコン等のデジ

タル機器を用いて実現したストーリーテリングをデ

ジタルストーリーテリングという(1)。 

デジタルストーリーテリングでは一般的に、デジ

タルカメラ画像、スキャナで取り込んだ写真や絵、

マウスで描いた画像とナレーションを、動画編集ソ

フトウェアを利用して順に並べて制作する。作品時

間は 2～4分程度だが、小学生が制作する場合、1分

程度の作品が多い。 

デジタルストーリーテリングは、制作者が既に持

っている言語能力を必要とするため、表現力を高め

ることができる。また、テーマの設定によって、作

品制作の過程で、学んできたことや経験を振り返り、

ストーリーに反映させる。そのため、制作者の生き

方、キャリア学習へも繋がるとされている(2)。 

 

3. Android 
Android とは、スマートフォンやタブレット端末

など、携帯情報端末のために開発されたオペレーテ

ィングシステムのことである。誰でも自由にアプリ

の開発ができ、利用・再配布を行うことができるこ

とが、大きな特徴である。そのため、Android アプ

リには多くの開発環境が存在している。 

本研究において使用した開発環境は、Eclipse と

Android SDK である。Android の機能をフル活用する

ことができる点、資料やサンプルプログラムが豊富

であるという点から、この二つの開発環境を利用す

ることにした。 

 

4. デジタルストーリーテリングの作成 

4.1 パソコンでの作成手順 

パソコンを用いてデジタルストーリーテリング制

作を行う場合、一般的に以下のような手順で行われ

る。 

① ストーリー・シナリオを考える。 

② 実物や絵を用意し、デジタルカメラやスキャ 

ナ等のデジタル機器を用いて、画像ファイル 

としてパソコンに保存する。 

③ ナレーションを考え、マイク等を用いて音声 

ファイルとしてパソコンに保存する。 

④ 動画編集ソフトで画像、音声をそれぞれ並べ、 

お話にする。 

⑤ 発表を行う。 

4.2 タブレット端末での作成手順 

タブレット端末を用いてデジタルストーリーテリ

ング制作を行う場合、パソコンの場合とは②，③が

異なると考えられる。また、本研究では、小学生向

けに容易な操作とするため、④において、動画編集

ソフトを使わないことを考える。そのため、次の手

順で作成するものとする。 

① ストーリー・シナリオを考える。 

② タブレット端末に搭載されているカメラを用 

いて、実物や絵を撮影し、画像ファイルとし 

てタブレット端末に保存する。 

③ ナレーションを考え、タブレット端末に搭載 

されているマイクを用いて、音声ファイルと 

してタブレット端末に保存する。 
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④ 保存した音声に合わせて音声をお話の順に並 

べ、表示時間を設定する。 

⑤ 発表を行う。 

これらの中で、②のカメラアプリと③のマイクア

プリは、Android に標準のアプリが使える。また、

④の表示画像及びその順序を決めるには、無料の「フ

ァイルマネージャ」アプリを使い，ファイル名を設

定することとする。 

一方、動画編集アプリは操作を覚える必要があり、

また、有料のアプリが多い。そこで、各画像表示の

時間を設定し、音声とともに表示できる「表示アプ

リ」を自作した。さらに、他のアプリを起動する「メ

ニューアプリ」を自作した。これらのアプリを組み

合わせ、デジタルストーリーテリング制作システム

とする。 

 

5. タブレット端末を用いたシステム 

5.1 自作アプリ 

「メニューアプリ」では、メニュー画面から、カ

メラの撮影、音声の録音を行うことができる（図 1）。

また、撮影した画像のプレビュー、録音した音声の

再生を行うことができる。なお、画像は何枚でも撮

影することができ、プレビュー画面には一番新しく

撮影した画像が表示される。また、音声は、いくつ

でも録音することができるが、一番新しく録音した

音声のみ再生される。全ての画像・音声は、タブレ

ット端末内の特定のフォルダに自動で保存され、フ

ァイルの上書きはされない。 

「表示アプリ」では、ファイル名の順に最大 5枚

の画像を表示することができる。また、ナレーショ

ンは、ファイル名の初めの一つを再生できる。その

ため、必要に応じてファイル名を事前に変更する必

要がある。ファイル名の変更は、「ファイルマネージ

ャ」アプリを利用する。 

「表示アプリ」では、最初の画面で画像の表示時

間を設定することができる（図 2）。この画面で設定

した秒数で、並べた画像が切り替わる。そのため、

「メニューアプリ」で録音したナレーションに合わ

せて画像再生の時間を考えることになる。なお、最

大5枚の画像のうち、最後の1枚は表示され続ける。

ナレーションは 1つで、画像が切り替わっても継続

して再生される。 

本研究における Android 端末には、Nexus10 を用

いている。 

5.2 作品例 

自作アプリ等の制作システムを用いて、実際に作

成したデジタルストーリーテリングの例を示す。こ

こでは「わたしのたからもの」というテーマを設定

した。画像は、絵を 1枚、実物を 4枚撮影したもの

を使用し、他にナレーションを一つ用意した。小学

生が制作・発表を行うことを想定し、全体で約 1分

の作品とした。作品再生の様子を図 3に示す。 

 

  
図 1 自作した 

「メニューアプリ」 

図 2 自作した 

「表示アプリ」 

 

→ →  

→ →  

図 3 作成した作品例 

 

6. まとめ 

 本研究では、タブレット端末を用いたデジタルス

トーリーテリングの検討を行った。小学生を対象と

し、小学生でも容易に扱えるシステムにするために

必要なアプリを自作した。 

 今後の課題として、今回自作したアプリを含めた

システムを用いて、実際の小学校での実践が挙げら

れる。また、小学生でもデジタルストーリーテリン

グの制作が、更に容易になるように、アプリを改良

していく必要がある。 
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